
問
合
先

高
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
委
員
会
事
務
局

☎
32
―

０
３
８
０

商
工
課

☎
35
―

３
１
４
４

1
0
，0
0
0
円
分
を
販
売
）

　

�「
広
報
た
か
や
ま
（
11
月
1
日
号
）」

に
折
り
込
み
予
定
の
「
商
品
券
購

入
券
」
1
枚
に
つ
き
1
回
限
り
の

販
売
と
し
ま
す
。

　

�

な
お
、「
商
品
券
購
入
券
」
を
必

要
と
し
な
い
フ
リ
ー
販
売
は
行
い

ま
せ
ん
。

▪
販
売
（
取
次
）
場
所

　
�

市
役
所
本
庁
及
び
支
所
、
高
山
商

工
会
議
所
、
高
山
南
・
西
・
北
各

商
工
会
、
市
内
取
扱
金
融
機
関

▪
販
売
時
間

▪�

平
日
＝
市
役
所
本
庁
：
午
前
9
時

〜
午
後
7
時
（
支
所
・
商
工
会
議

所
・
商
工
会
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
。
取
扱
金
融
機
関
は

各
窓
口
の
営
業
時
間
内
）

▪�

土
日
祝
＝
市
役
所
本
庁
・
商
工
会

議
所
の
み
：
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
▪
利
用
可
能
店
舗

　

�

市
内
に
本
店
を
有
す
る
事
業
所
の

う
ち
、
取
り
扱
い
加
盟
登
録
さ
れ

た
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

8
月
に
販
売
し
た
「
夢
と
く
商
品

券
」
の
2
次
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

夢
と
く
商
品
券
購
入
券
（
引
換
券
）

は
広
報
た
か
や
ま
11
月
1
日
号
に
折

込
予
定
で
す
。

※�

前
回
（
8
月
）
に
商
品
券
を
購
入

さ
れ
た
方
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

▪
販
売
期
間

11
月
1
日
㈭
〜
11
月
30
日
㈮

　

�

た
だ
し
、
販
売
期
間
の
途
中
で
売

り
切
れ
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

販
売
を
終
了
し
ま
す
。

▪
使
用
期
間

　

�

11
月
1
日
㈭
〜
平
成
25
年
1
月
31

日
㈭

▪
購
入
限
度
額

　

�

1
家
族
に
つ
き
額
面
10
万
円
（
10

セ
ッ
ト
）
ま
で

▪
販
売
方
法

　

�

1
，0
0
0
円
券
10
枚
の
セ
ッ
ト

販
売
の
み（
9
，0
0
0
円
で
額
面

第4回観光庁長官表彰
〜高山市が受賞〜

教育委員長、教育委員を選任

第4回観光庁長官表彰が10月1日、国土交通
省（千代田区）で行われ、高山市は国際観光
振興で受賞しました。
これは、高山市の多言語による観光案内や
情報発信など、長年にわたる訪日外国人観光
客の誘致への取り組みが認められたものです。
高山市を訪れる外国人観光客は、海外での
誘客宣伝事業などの効果があり年々増加傾向
にあります。平成22年には18万人を超え、特
にアジア地域からの外国人観光客が増加して
います。平成23年は東日本大震災などの影響
により半減していますが、現在も、市長のトッ
プセールスや昇龍道プロジェクトの推進など
により、高山市の魅力を発信し、訪日外国人
の誘致を推進しています。

問合先
問合先

海外戦略室� ☎35‒3346
教育総務課� ☎35‒3153

教育委員（新任）�針
はり

山
やま

�順
じゅん

一
いち

朗
ろう

さん

夢とく商品券

11月から2次販売

観光庁井手長官（左）と國島市長（右）

教育委員の任期満了に伴い、打
うつ

江
え

記
き

代
よ

さん（再任）、針
はり

山
やま

順
じゅん

一
いち

朗
ろう

さん（新任）が市議会の同意を得て任命されました。また、教育
委員会臨時会を10月1日に開催し、新しい委員長に打

うつ

江
え

記
き

代
よ

さん、
委員長職務代理者に保

ほ

谷
たに

卓
たく

也
や

さんが選任されました。

教育委員長　打
うつ

江
え

�記
き

代
よ

さん

子供たちの心を合わせた合唱に私の心は震
えます。その子供たちは高山市の大切な子供

たちです。ひとりひとりを大切に家庭、地域、学校が連携し、あ
たたかな眼差しを持って育てなければならないと思います。
学び合い、語り合い、夢中で遊び、頑張った場面や言葉を「こ
ころに残るけしき」としてひとりひとりの子供たちの心に残して
あげることは、将来を歩む力になると確信しています。
「こころに残るけしき」はふっとした瞬間にひとりひとりの心に
蘇るものです。また、心から高山市を愛する者の一人として、高
山市の各地域にある歴史、文化、伝統の良さに誇りを持つことが
できるように子供の心に種を蒔く営みが大切であると思います。

「こころに残るけしき」
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